
 
 

 

 

札幌市立ひばりが丘小学校 

住所  札幌市厚別区厚別中央 2条 4丁目 3番 1号     ℡ 011(892)-4802 Fax 011(892)-4497 

学校 HP http://www16.sapporo-c.ed.jp/hibarigaoka-e/  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 １日(水) 

 

 

 ２日(木) 

 

 

３日(金) 

 

６日(月) 

７日(火) 

８日(水) 

 

９日(木) 

 

１３日(月) 

 

 

 

ＳＣ来校日<午後> 

総合的な学習出前授業(４年) 

鍵盤ハーモニカ出前授業(１年) 

修学旅行１日目(６年) 

公園探検(１年)【厚別中央公園】 

４時間授業<１～５年> 

修学旅行２日目(６年) 

４時間授業<１～５年> 

児童委員会④ 

なわ跳び検定(３・５年) 

なわ跳び検定(ひ・１・６年) 

ＳＣ来校日<午前> 

なわ跳び検定(２・４年) 

ネットモラル出前授業(２・３年) 

クラブ活動④ 

図書返本<～15 日> 

総合的な学習出前授業(４年) 

 

１４日(火) 

 

１５日(水) 

 

１６日(木) 

１７日(金) 

２０日(月) 

２１日(火) 

２２日(水) 

 

２４日(金) 

       

２５日(土) 

２７日(月) 

 

 

８月 

２４日(月)   

ＰＴＡ資源回収 

校外学習(３年)【スーパーアークス】 

ＳＣ来校日<午後> 

ぴーちくパーク 

ネットモラル出前授業(４～６年) 

夏休み図書貸出し(ひ・低) 

海の日 

夏休み図書貸出し(中) 

夏休み図書貸出し(高) 

ＳＣ来校日<午前> 

１学期終業式 

４時間授業(給食有り)〈13:15 下校〉 

夏季休業〈～８月 23 日〉 

学校諸費引き落とし日(５年のみ) 

 

 

 

２学期始業式 

学校便り 

（令和８年度 第４号） 

令和８年７月１日発行 

一生の思い出となる学びを 

6年担任 

明日から、２日（木）・３日（金）と、子どもたちが待ちに待った修学旅行に行ってきます。 

校外学習はどの学年にもありますが、宿泊を伴う学習は５・６年生のみです。そのため、6年生の子ども

たちにとって修学旅行は、１年の中でも特に楽しみにしている行事の一つとなっています。では、修学旅

行は何のために行うのでしょうか。 

学習指導要領には、宿泊を伴う学習について、「平素と異なる生活環境にあって、見聞を広め、自然

や文化などに親しむとともに、人間関係などの集団生活の在り方や公衆道徳などについての望ましい

体験を積むことができるような活動を行うこと」と示されています。 

 修学旅行は、普段とは異なる環境で仲間と生活しながら、見聞を広め、人との関わり方や社会のルー

ルを学ぶための大切な学習の機会なのです。学校では得難いこうした経験が、子どもたちの成長につ

ながるとともに、かけがえのない思い出となっていくのです。 

 私自身、修学旅行に行ったのは３０年ほど前ですが、今でも楽しかった出来事を鮮明に覚えています。

ひばりが丘小学校の６年生にとっても、この修学旅行での学びや経験が、今後の学校生活や人生の糧

となり、仲間と過ごした時間が、いつまでも心に残る思い出となることを願っています。 

 

夏季休校日 

８月 10日(月) ～ 14日(金) 

http://www16.sapporo-c.ed.jp/hibarigaoka-e/


  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇７月２日(木)・３日(金)の下校時刻の変更について 

 ７月２日・３日は、本校６年生の修学旅行にな

っております。多数の教職員が引率業務で学校に

不在となりますので、この二日間は、１～５年生

は、給食ありの４時間授業となります。 

〇学校諸費引き落としについて 

 ７月27日(月) 

 ５年生のみの引き落としとなります。 

 10月１日・２日に行われる宿泊学習の事前徴収分

の5,000円に振込手数料10円を合わせた金額、5,010

円がゆうちょ銀行の口座から引き落とされます。 

 前日までに、口座の残高の確認をお願いいたしま

す。 

 

 ６月３日(水)の全校朝会に、地域で子どもたちの安全を守ってくださっているスクールガードリーダーの方

や交通安全指導員・青色パトロールの方々に来ていただきました。交通安全指導員の方からは、日常の交通安

全について分かりやすくお話をしていただきました。また、1 年生には、交通安全啓発品が贈られました。 

 また、４日(木)には、スクールゾーン実行委員会がありました。厚別警察署・厚別区役所・スクールガード

リーダー・交通安全指導員・青色パトロール・町内会の方々が集まって、子どもたちの安全について話合いが

行われました。 

 その中で、交通安全・防犯上大切なことをお話ししていただきました。 

【交通安全】 

・飛び出し注意。大人もしっかり交通ルールを守り、子どもたちのお手本に。 

・自転車の接触事故に注意。Ｔ字路は、一時停止をして安全をしっかり確認する。 

・「交通安全は家庭から」。交通安全について、各家庭でしっかり確認してほしい。 

【防犯】 

・外では一人きりにならない。 

・「ながら見守り」（通勤しながら、散歩しながら、お買い物に行きながら）で防犯。常にいろいろな所で大

人が子どもたちを見守っている雰囲気が犯罪の抑止力になります。 

・地域の方に挨拶。挨拶が活発だと不審者が近づきにくくなります。 

詳しくは、後日発行される「安全だより」「安全マップ夏」をご覧ください。 

 

 ６月19日(金)に、３年生が「国道12号花いっぱい

プロジェクト」に参加しました。地域の方々や学生

ボランティアの皆さんと、オレンジと黄色のマリー

ゴールドを植えました。 

 初めは慣れない様子でしたが、 

地域の方や学生ボランティアの方 

に、教えてもらいながら楽しく花 

を植えることができました。 

お知らせ 

 1年 1組の担任 青木 淳教諭が、体調不良により

病気休暇をいただくため、６月２5日に 遠藤 幸子

教諭が着任いたしました。1組の指導や子どもたち

の生活に支障がないよう、全校体制でしっかりとサ

ポートしてまいります。ご心配をお掛けしますが、 

ご理解とご協力のほどよろしくお願いいた 

します。 

札幌市では、「体罰事故調査委員会」制度を運用

しています。この委員会の目的は、体罰事故に関す

る調査の透明性及び公平性を確保し、事実関係をで

きるだけ正確に調査することにあります。委員会

は、市内学校の校長、ＰＴＡ(元役員を含む)及び第

三者委員で構成されます。学校において体罰事故が

発生した場合は、体罰事故調査委員会立ち会いのも

と、教員、児童生徒及び保護者、その他関係者から

お話を聴くことになります。日頃より体罰が起きな

いよう、万全を尽くしますので、保護者の皆様のご

理解とご協力をお願いいたします。 

市立学校体罰事故調査委員会 

子どもたちの安全を願って 

国道 12号花いっぱいプロジェクト 


